
総合計画審議会の審議内容等について

総合政策局 都市政策課

2024.11.26
総合計画審議会第１回総会

資料第２号



総合計画の全体像

総合計画の全体像
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10年間の「まちづくり構想」と5年間の「まちづくり基本計画」
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10年間の「まちづくり構想」と5年間の「まちづくり基本計画」

まちづくり構想

まちづくりを進める上で共有し
ていく、尼崎らしいまちづくり
のビジョン （展望）

まちづくり基本計画

今後のまちづくりの取組方針等
を示す最上位の行政計画

（計画期間：5年）

【社会潮流】

・人口減少・コミュニティ・脱炭素・

デジタル・産業・災害・コロナなど

【本市の状況】

・ファミリー・市のイメージ・利便性など

【ありたいまちと基本的視点】

・めざすまちの姿・まちづくりの進め方

【主要取組項目】

・優先的・集中的に取り組む項目

【施策別取組】

・13の施策別の取組の方向性

【行政運営】

・協働・組織・行財政の計画

（計画期間：10年）
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まちづくり基本計画における13の施策分野
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まちの通信簿
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令和５年度決算の概要を
「通信簿」の形でまとめて
います。

「施策評価」によって、
令和５年度の決算状況、
総合計画に定める指標の
進捗状況、13の施策等を
評価しています。

その評価結果をわかりやす
くまとめたものになります。
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まちづくり基本計画における13の施策分野
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各施策は分野別マスタープランに基づく
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各施策は分野別マスタープランに基づく
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10年間の「まちづくり構想」と5年間の「まちづくり基本計画」

この１冊にすべての分野の計画をまとめているのではなく、
１３の施策それぞれが定めた「分野別マスタープラン」を、
集約し、横串でまとめたものが総合計画になります。

各施策分野については、それぞれのマスタープランを踏まえて
考え方や取組の方向性をまとめているほか、
市全体でめざすまちのすがた「ありたいまち」や、各施策を支
えるための財政基盤や組織体制をまとめた「行政運営」等を加
えて、「総合計画」としています。



計画の策定・検討の体制（総合計画審議会）

12

総会

専門部会 有識部会 市民部会
【委員】

・大学教員等、各分野の専門家で構成

【検討内容】

・構想・基本計画の点検

・評価手法の検討、指標の設定

・施策分野ごとの内容確認・検討など、

行政や政策に関する専門性を要する

内容を中心に検討いただく。

【委員】

・産官学金労言の委員で構成

【検討内容】

・各分野の立場から意見をいただく

・専門部会とは異なり、それぞれの

立場から知見を提供いただき、

意見をお聞きする。

【委員】

・公募で選ばれた市民で構成

【検討内容】

・市民の立場からまちで暮らす実感

やどんなまちにしていきたいか、

といった市民感覚等を中心に意見

をお聞きする。

庁内検討会議
※ 別途設置・運営

総会【全委員】

・全体の進行管理

・部会の議論のまとめ、共有
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開催予定

Ｒ８～

10月－12月 １月－３月 ４月－６月 ７月－９月 10月－12月 １月－３月 後期策定へ

総会 引継ぎ・

部会の設置

各部会の報告

事務局提案等

中間点検結果

案を確認

中間点検結果

案を最終確認

専門部会
構想部分確認

計画・指標・

評価の確認

13施策・行政

運営確認

中間点検結果

案を確認

市民・有識部会 構想確認市民

感覚とずれ等

各指標について

市民感覚聴取等

中間点検結果

案を確認

庁内検討会議（本部）
（幹部職員）

中間点検結果

案を確認

庁内検討会議（PT）
（企画管理課長等）

中間点検結果

案を確認

事務局作業
総会開催

部会の設置

専門部会

市民・有識部会

開催

専門部会

市民・有識部会

開催

中間点検結果

案を策定

中間点検

最終案を策定

中間報告書

完成

令和６年度 令和７年度

令
和
８
年
１
月

中
間
報
告
書
策
定

令
和
８
年
３
月

後
期
計
画
諮
問
あ



スケジュール

全体のスケジュール
（前期計画の点検と後期計画の策定）
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令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

第
６
次
総
合
計
画

中
間
点
検
結
果
報
告
書
作
成

１月

後
期
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
諮
問

３月

後
期
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
答
申

５月

後
期
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
議
決

６月

第
６
次
総
合
計
画
始
動

４月

総合計画の推進、計画期間PDCAについて
総合計画審議会において点検

後期まちづくり
基本計画策定

今後のスケジュール（予定・令和９年度まで）



後期計画策定までのスケジュール

① 前期計画の点検・振り返り（令和6年10月〜令和8年1月）
記載内容の点検・アップデート

→ 前期計画策定時とのずれがないか
→ 「現状と課題」等について変化はないか など。

② 後期計画の策定（令和8年3月〜令和9年5月）
点検結果を踏まえて、後期計画を策定

→ 新たな指標や評価手法の検討
→ 各施策について、記載内容を更新 など。
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部会の設置

部会の設置
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各部会に求める役割等
部会設置の根拠・考え方
【尼崎市総合計画審議会条例】
第８条 審議会は、必要に応じ、その所掌事項を分掌させるため、

部会を置くことができる。
→ すべての議題を総会で議論することは合理的ではない。
→ 各委員の専門分野に分かれて議論し、議論の結果を総会で共有する。

① 専門部会
学識経験者による部会を設置し、専門性の高い議論を行う。

② 市民部会
尼崎市民の代表により、市民感覚や市民の価値観を踏まえた議論を行う。

③ 有識部会
尼崎市に関わりの深い各分野から出席いただき、その分野に関する知見に基

づき、議論を行う。 18



部会に求める役割
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各部会に求める役割等

① 専門部会（評価や点検の手法など、専門性の高い議論・検討）
→ 構想・前期計画の記載内容を、専門委員の視点から点検・見直し
→ 評価手法、指標の確認・検討 など

② 市民部会・有識部会（市民感覚、尼崎市の状況、市民意見の反映）
→ 市の状況や市民感覚に基づいて、総合計画を点検・見直し
→ 新たな課題の提案 など

③ 総会（全体調整）
→ 部会の検討内容の共有、事務局案・事務局提案内容の確認・検討
→ 全体での意見交換 など
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点検項目の検討

前期計画の点検項目について
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点検項目の検討

前回の点検項目

（令和2年8月）
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点検項目の検討

前回の点検項目

① 実施した調査等（⑵,⑶は今回も実施予定。その他は未定）
⑴ 市民等とのワークショップ（7回 304人参加）
⑵ 市民意識調査（対象3,000人、回答960人、32.4％）
⑶ ファミリーアンケート（対象6,000人、回答1,811人、30.2％）
⑷ 庁内キャラバン（対象100人・アンケート調査）
⑸ ネットアンケート・事業者アンケート（ネット831人、事業者41人）

② 使用・参考にしたデータ等
⑴ 人口推計（国調・社人研推計）
⑵ 雇用情勢データ
⑶ 市民意識調査 など

【論点】
・市民ワークショップを開催するか。
・職員向けキャラバンを開催するか。



【論点】
・意見聴取の手法。
・後期計画でどの程度修正を加えるか。
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点検項目の検討

前回の点検項目

③ 意見聴取した項目
⑴ 時代認識
⑵ 目指すまちの姿（まちづくり構想）
⑶ まちづくりの進め方（構想・基本計画）
⑷ 単年度PDCAから見える成果と課題

④ 点検の視点
⑴ 現総計と時代認識の比較
⑵ 市民意識の変化・職員の意識
⑶ 事業者に期待する役割
⑷ 施策間連携の取組・市が実施するPDCAの成果と課題

【論点】
・職員の意識・事業者の役割の位置付け。
・ＰＤＣＡ・指標の評価手法の検討。



点検項目の検討

中間点検のスケジュール
（各部会の役割分担）
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令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

第
６
次
総
合
計
画

中
間
点
検
結
果
報
告
書
作
成

１月

後
期
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
諮
問

３月

後
期
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
答
申

５月

後
期
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
議
決

６月

第
６
次
総
合
計
画
始
動

４月

総合計画の推進、計画期間PDCAについて
総合計画審議会において点検

後期まちづくり
基本計画策定

今後のスケジュール感について（令和９年度まで）



各部会の役割
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総会

専門部会 有識部会 市民部会
【委員】

・大学教員等、各分野の専門家で構成

【検討内容】

・構想・基本計画の点検

・評価手法の検討、指標の設定

・施策分野ごとの内容確認・検討など、

行政や政策に関する専門性を要する

内容を中心に検討いただく。

市民・有識部会として

一体的に運用も

【委員】

・産官学金労言の代表者で構成

【検討内容】

・各分野の立場から意見をいただく

・専門部会とは異なり、それぞれの

立場から知見を提供いただき、

意見をお聞きする。

【委員】

・公募で選ばれた市民で構成

【検討内容】

・市民の立場からまちで暮らす実感

やどんなまちにしていきたいか、

といった市民感覚等を中心に意見

をお聞きする。

庁内検討会議
※ 別途設置・運営

総会【全委員】

・全体の進行管理

・部会の議論のまとめ、共有
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今後のスケジュール感について（会議の開催）

Ｒ８～

10月－12月 １月－３月 ４月－６月 ７月－９月 10月－12月 １月－３月 後期策定へ

総会 引継ぎ・

部会の設置

各部会の報告

事務局提案等

中間点検結果

案を確認

中間点検結果

案を最終確認

専門部会
構想部分確認

計画・指標・

評価の確認

13施策・行政

運営確認

中間点検結果

案を確認

市民・有識部会 構想確認市民

感覚とずれ等

各指標について

市民感覚聴取等

中間点検結果

案を確認

庁内検討会議（本部）
（幹部職員）

中間点検結果

案を確認

庁内検討会議（PT）
（企画管理課長等）

中間点検結果

案を確認

事務局作業
総会開催

部会の設置

専門部会

市民・有識部会

開催

専門部会

市民・有識部会

開催

中間点検結果

案を策定

中間点検

最終案を策定

中間報告書

完成

令和６年度 令和７年度

令
和
８
年
１
月

中
間
報
告
書
策
定

令
和
８
年
３
月

後
期
計
画
諮
問
あ



総会・各部会の検討スケジュール
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【専門部会】
① 第１回専門部会（R7年 １月） → まちづくり構想部分 など
② 第２回専門部会（R7年 ５月） → まちづくり計画部分の前半 など
③ 第３回専門部会（R7年 ７月） → まちづくり計画部分の後半 など
④ 第４回専門部会（R7年12月） → 中間点検結果まとめを検討

【市民・有識部会】
① 第１回市民・有識部会（R7年 ３月） → まちづくり構想部分 など
② 第２回市民・有識部会（R7年 ５月） → まちづくり計画部分 など
③ 第３回市民・有識部会（R7年11月） → 中間点検結果まとめを検討

【総会】
① 第１回総会 （R６年11月）
② 第２〜４回総会（R７年度）



事務局からのご提案内容
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以下についてご検討をお願いいたします。
①部会の設置の可否

→ 学識経験者の委員 12名による「専門部会」 の設置
→ 有識者委員 6名による「有識部会」 の設置
→ 市民委員 6名による「市民部会」 の設置

※ なお「有識部会」「市民部会」については、
内容に応じて「市民・有識部会」として、一体的に運用します。

②今後のスケジュール・部会の役割等へのご意見
→ ご説明させていただいた内容について、ご意見をいただければ幸いです。
→ 不足している視点や作業、考え方などあればご教授ください。



以 上
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